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(54)【発明の名称】 表示装置およびその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  ＬＣＤ等の表示装置に動画像を表示している
場合において、前フィールドの画像情報による誤った表
示を抑制し、高画質な表示装置を得ることを目的とす
る。
【解決手段】  液晶シャッター１０１の応答速度から液
晶シャッター１０１の光透過割合を求め、ガス放電管１
０４からの輝度を調整することで、前フィールドの映像
により、液晶シャッター１０１の光透過割合が表示すべ
き映像と一致しない場合は、ガス放電管１０４からの発
光を減光し、また、所定の液晶シャッター１０１の光透
過割合範囲内のときは、ガス放電管１０４の放電再開時
に種火放電を行うことで、放電を瞬時に安定再開し、動
画像の乱れの少ない高画質なＬＣＤ等の表示装置を提供
することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電圧を印加することで光透過割合を変化
させるシャッターと、表示する画像に合わせて前記シャ
ッターの光透過割合を制御するシャッター制御回路と、
前記シャッターを照射するガス放電管と、前記シャッタ
ーの光透過割合に応じて前記ガス放電管の放電を制御す
るガス放電制御部とを有する表示装置。
【請求項２】  ガス放電管制御部が、シャッターの光透
過割合が所望の割合範囲外となる場合に、ガス放電管の
輝度を低下、もしくは発光を停止することを特徴とする
請求項１記載の表示装置。
【請求項３】  ガス放電管制御部が、シャッターの光透
過割合が所望の割合範囲内となる場合に、ガス放電管に
印加される第１番目の電圧から所望の値の電圧までは、
電圧を印加する時間を放電が安定した状態での電圧の印
加時間よりも所望の係数を乗算した時間の間において印
加することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項４】  ガス放電制御部が、表示装置の起動時
に、所望の期間はシャッターの光透過割合に因らずに、
ガス放電管の放電を連続して点灯させることを特徴とす
る請求項１記載の表示装置。
【請求項５】  ガス放電管が、種火放電用電極を有する
ことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項６】  ガス放電管が、複数のブロックに分割さ
れ、ブロック毎に輝度調整されることを特徴とする請求
項１記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、バックライトを有
する液晶ディスプレイ（以後、ＬＣＤと記述）等の表示
装置に関し、特に、ガス放電管を用いたバックライトの
構造及び駆動方法の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来のＬＣＤは、図９に示すように直管
型若しくはＬ字型の冷陰極放電管７０２と導光板７０１
と反射板７０３及び偏光板１０３などにより構成された
バックライトユニットの上部に液晶シャッター１０１を
配置し、一定の輝度で発光するバックライトユニットか
らの発光を用いて、電気的に制御された液晶シャッター
１０１の光透過割合に応じて任意の階調を表示し、画像
を得ている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うなＬＣＤをテレビやパソコンのモニタ等として使用す
る場合には、液晶シャッター１０１のｍｓｅｃ単位の応
答速度に起因した、動画像の乱れが発生する。この動画
像の乱れは、図１０に示すように、動画像を表示する場
合に、本来表示発光が終了している画素において、前フ
ィールドの画像情報が残留し、本来の表示発光すべき画
像情報と異なる画像情報を表示発光するために、著しい
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画質の低下を招いている。
【０００４】図１０（ａ）は、液晶シャッター１０１の
応答速度を０ｍｓｅｃの理想状態とした場合である。図
の縦軸は時間を示し、１フィールドを１目盛とする。横
軸は、ＬＣＤ上の画素を示し、かつ各画素の発光強度を
示す。今回は１フィールドで２画素移動する映像を表示
した場合に、人間が視覚する映像を示す。液晶シャッタ
ー１０１の応答速度が０ｍｓｅｃである場合は、１フィ
ールド内では各画素の時間的な発光強度の変化がないの
で、時空間的に発光強度が均一な画像が任意の位置に移
動し、人間に視覚される。このため、ＬＣＤ上の映像と
人間が視覚する映像はほぼ一致する。ただし、ＣＲＴな
どのモニタとは異なり、１フィールド期間において、発
光が持続するため、動画像を表示すると人間が視覚する
映像は進行方向に伸張するため、若干ぼやけた映像にな
る。
【０００５】次に図１０（ｂ）は、立ち上がりの応答速
度が１６ｍｓｅｃである液晶シャッター１０１を用いた
場合に、動画像を表示し、人間の視覚する映像を示す。
表示される映像は液晶シャッター１０１の応答速度によ
り、１６ｍｓｅｃ後に所望の発光強度に達し、その後１
６ｍｓｅｃを経て、液晶シャッター１０１は光透過割合
が０％となる。このため、表示する映像が１フィールド
分の映像でも、２フィールドに渡り、映像を表示するこ
とになる。これを動画像として、フィールド毎に移動す
る映像を人間が視覚すると、進行方向に拡大し、後方に
ぼやけた映像が付随した表示になり、ＬＣＤの画像表示
において著しい画質劣化を招いている。
【０００６】本発明は、ＬＣＤ等の表示装置に動画像を
表示している場合において、前フィールドの画像情報に
よる誤った表示を抑制し、高画質な表示装置を得ること
を目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】この課題を解決するため
に本発明は、液晶シャッター等のシャッターの応答速度
を求め、それを用いて求められるシャッターの光透過割
合に応じてガス放電管の放電を制御することで、ＬＣＤ
に動画像を表示している場合において、前フィールドの
画像情報による誤った表示を抑制し、高画質なＬＣＤを
得るものである。
【０００８】特に、シャッターが所望の光透過割合の範
囲外の場合には、バックライトから光量を削減し、ま
た、シャッターが所望の光透過割合の範囲内の場合に
は、シャッターを照らすバックライトから所望の光量を
照射するのが好適である。
【０００９】すなわち、シャッターの応答速度からシャ
ッターの光透過割合を求め、ガス放電管からの輝度を調
整することで、前フィールドの映像により、シャッター
の光透過割合が表示すべき映像と一致しない場合は、ガ
ス放電管からの発光を減光する。また、所定のシャッタ
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ーの光透過割合範囲内のときは、ガス放電管の放電再開
時に種火放電を行う。
【００１０】これにより、放電を瞬時に安定再開し、動
画像の乱れの少ない高画質なＬＣＤを提供することがで
きる。
【００１１】
【発明の実施の形態】本発明の請求項１に記載の発明
は、電圧を印加することで光透過割合を変化させるシャ
ッターと、表示する画像に合わせて前記シャッターの光
透過割合を制御するシャッター制御回路と、前記シャッ
ターを照射するガス放電管と、前記シャッターの光透過
割合に応じて前記ガス放電管の放電を制御するガス放電
制御部とを有する表示装置であり、シャッターの光透過
割合に応じてガス放電管の放電を制御することで、ＬＣ
Ｄに動画像を表示する際に生じる、画像の乱れを抑制す
るという作用を有する。
【００１２】そして請求項２記載の発明のように、ガス
放電管制御部が、シャッターの光透過割合が所望の割合
範囲外となる場合に、ガス放電管の輝度を低下、もしく
は発光を停止することを特徴とする請求項１記載の表示
装置とするのが好適である。
【００１３】本発明の請求項３記載の発明は、ガス放電
管制御部が、シャッターの光透過割合が所望の割合範囲
内となる場合に、ガス放電管に印加される第１番目の電
圧から所望の値の電圧までは、電圧を印加する時間を放
電が安定した状態での電圧の印加時間よりも所望の係数
を乗算した時間の間において印加することを特徴とする
請求項１記載の表示装置であり、ガス放電管が再点灯す
る場合に、放電遅れが生じても、安定した放電を開始す
ることが可能になるという作用を有する。
【００１４】本発明の請求項４に記載の発明は、ガス放
電制御部が、表示装置の起動時に、所望の期間はシャッ
ターの光透過割合に因らずに、ガス放電管の放電を連続
して点灯させることを特徴とする請求項１記載の表示装
置であり、ガス放電管内に最も空間電荷が少ない状態か
ら、安定した放電を開始することが可能になるという作
用を有する。
【００１５】本発明の請求項５に記載の発明は、ガス放
電管が、種火放電用電極を有することを特徴とする請求
項１記載の表示装置であり、ガス放電管内の空間電荷の
状態に因らずに安定した放電を開始することが可能とな
るという作用を有する。
【００１６】本発明の請求項６に記載の発明は、ガス放
電管が、複数のブロックに分割され、ブロック毎に輝度
調整されることを特徴とする請求項１記載の表示装置で
あり、１フィールド単位で複雑に変化する画像において
も、動画像の乱れを抑制し、鮮明度を上げることが可能
となるという作用を有する。
【００１７】以下、本発明の実施の形態について、図面
を参照して詳細に説明する。
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【００１８】（実施の形態１）本発明は、液晶シャッタ
ー等のシャッターの応答速度を求め、シャッターが所望
の光透過割合の範囲内になる場合に、シャッターを照ら
すバックライトから所望の光量を照射し、所望の光透過
割合の範囲外ではバックライトから光量を削減すること
で、ＬＣＤに動画像を表示している場合において、前フ
ィールドの画像情報による誤った表示を抑制し、高画質
なＬＣＤを得るものである。
【００１９】図１は、本発明の実施の形態による表示装
置の構成を示す概念図である。液晶シャッター１０１、
液晶シャッター制御部１０２、複数の電極１０５を配置
したガス放電管１０４、ガス放電制御部１０６から構成
される。
【００２０】図２は、液晶シャッター及びガス放電管の
制御部周辺の構成を示すブロック図である。液晶シャッ
ター制御部１０２は、フィールド検出部８０１と画面輝
度検出部８０２と液晶シャッター制御信号生成部８０３
から構成され、映像信号が入力される。入力された映像
信号はフィールド検出部８０１と液晶シャッター制御信
号生成部８０３に入力される。
【００２１】フィールド検出部８０１では、１フィール
ドの開始時点を検出し、フィールド開始信号をガス放電
制御部１０６に出力する。液晶シャッター制御信号生成
部８０３では、入力された映像信号から、１フィールド
毎の液晶シャッター制御信号を作成し、画面輝度検出部
８０２と液晶シャッター１０１に出力する。画面輝度検
出部８０２では、１フィールド毎の映像信号から表示さ
れる映像の種類を算出し、画面輝度信号としてガス放電
制御部１０６に出力する。
【００２２】ここで、平均画面輝度が低い場合は、ガス
放電管１０４の輝度を上昇させ、１階調分の輝度変化量
を大きくし、ガス放電管１０４の消灯期間を短縮し、平
均画面輝度が高い場合は、ガス放電管１０４の輝度を低
下させ、高階調部の輝度飽和を低減するため、ガス放電
管１０４の消灯期間を延長させる。
【００２３】液晶シャッター１０１は液晶シャッター制
御部１０２からの液晶シャッター制御信号により、任意
の部分の光透過割合を変化させ、ガス放電管１０４から
の光を透過させ、任意の画像を表示する。
【００２４】ガス放電制御部１０６は、点灯期間制御部
８０４と印加電圧生成部８０５から構成され、フィール
ド開始信号と画面輝度信号が入力される。入力されたフ
ィールド開始信号と画面輝度信号は、点灯期間制御部８
０４に入力される。点灯期間制御部８０４では１フィー
ルド期間内の点灯期間と消灯期間のタイミングを、フィ
ールド開始信号と画面輝度信号から決定し、点灯期間信
号を出力する。印加電圧生成部８０５には点灯期間信号
が入力され、点灯期間において予め規定された周波数、
パルス幅の電圧をガス放電管１０４に出力する。
【００２５】図３は各フィールドにおいて、前半３０％



(4) 特開２００２－３５８０２３

10

20

30

40

50

5
の時間において、ガス放電管１０４を消灯した場合に、
液晶シャッター１０１からの光透過状態を示した概念図
である。（ａ）はフィールド毎に任意の画素において表
示すべき階調を２５６階調で示している。１２８、２５
５、１５０、１３０と変化した場合を示す。（ｂ）は図
１の（ａ）において示された階調を立ち上がり応答速度
が１６ｍｓｅｃとした場合の液晶シャッター１０１の光
透過状態を示している。フィールドの開始に伴い、液晶
シャッター１０１に電圧が印加され、所望の光透過割合
となるのに１６ｍｓｅｃが必要となる。このため、各フ
ィールドの前半部分では、本来の輝度を得ることは出来
ない状態にある。（ｃ）はガス放電管１０４の発光状態
を示す。各フィールドの前半３０％は消灯状態、後半７
０％は点灯状態とした。（ｄ）は（ｃ）のガス放電管１
０４を用いた場合のＬＣＤの発光状態を示す。各フィー
ルドの前半部分はガス放電管１０４が消灯状態であるた
め、ＬＣＤからの発光はなく、ガス放電管１０４が点灯
状態となると、ＬＣＤからの発光も開始することにな
る。このため、各フィールドの発光状態はより矩形波に
近い状態になり、所望の階調により近い状態となる。
【００２６】以上のことにより、ＬＣＤのガス放電管１
０４によるバックライトを液晶シャッター１０１の応答
速度を考慮し、各フィールドの前半部分はガス放電管１
０４を消灯し、後半部分ではガス放電管１０４を点灯す
ることにより、各フィールドの階調が本来表示されるべ
き階調に近づき、また、動画像を表示した場合でも、前
フィールドの画像情報の影響を抑制することが可能とな
るため、画像の乱れの少ない高画質なＬＣＤを得ること
が可能となる。
【００２７】また、本実施の形態では、ガス放電管１０
４の消灯および点灯時間の割合を３：７としたが、この
割合に因らず本発明の効果を得ることは可能である。
【００２８】（実施の形態２）図４は図１に示したガス
放電制御部の出力信号における第２の構成を示す概念図
である。１フィールド期間内にガス放電管１０４を点灯
期間と消灯期間に分離して放電を行う際に、消灯期間が
連続して０．５ｍｓｅｃ以上となる場合には、点灯期間
内に種火放電期間と安定放電期間を設け、種火放電期間
は安定放電期間よりも１．１倍以上の印加電圧時間と
し、１周期以上連続で印加する。
【００２９】印加電圧時間を延長することで、消灯期間
により放電空間５０２内に残留している空間電荷が再結
合し、存在確率が低下する。このため、点灯期間におい
て、点灯を開始しても、放電開始時間の遅れが発生し、
印加電圧時間が従来方法と同様では、放電の開始以前、
もしくは、放電形成途中で電圧の印加が終了するため、
放電空間５０２内に十分な空間電荷が得られず、また、
電極１０５上に蓄積する壁電荷も次の放電には不十分な
量となり、次の電圧を印加しても、安定した放電を得る
ことはできない。そこで、点灯開始期間の印加電圧時間
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を１．１倍以上とすることで、放電空間５０２内の空間
電荷の残留量低下による放電開始遅れに対応することが
可能となり、放電形成途中で印加電圧が終了することも
ない。
【００３０】また、図５には表示装置の主電源を接続し
た直後の、印加電圧波形３０１を示す。表示装置の主電
源を接続した直後では、ガス放電管１０４は、１フィー
ルド以上は表示する映像に因らず、消灯期間を設けない
ことで、放電空間５０２内の空間電荷の残留量が低下し
た状態でも、安定した放電を開始することが可能とな
る。
【００３１】（実施の形態３）図６は図１に示したガス
放電管１０４の第２の構成を示す概念図である。複数の
電極１０５をそれぞれに配置した２枚の平面ガラスから
構成されたガス放電管１０４において、電極１０５の一
部を切断し、種火電極５０１として点灯開始時には異な
る電圧を印加することで、本来放電すべき電極１０５よ
りも、電極間距離が近いため、電極１０５間の電界強度
は強くなり、空間電荷量が低下している場合でも、安定
した放電を開始することが可能となる。また、一旦放電
が開始した後は、種火電極５０１にも、他の電極１０５
と同じ電圧を印加することで、本来の放電用電極として
利用することが可能となり、発光面に輝度斑が発生する
ことはない。
【００３２】また、種火電極５０１は、抵抗などを介し
て接地することで、点灯開始前は、電極１０５に壁電荷
などが蓄積していないため接地状態となり、隣接電極に
電圧が印加されると、種火電極５０１と放電を開始す
る。一旦放電が開始すると、種火電極５０１は抵抗など
により、接地から分離され、隣接電極の電圧と同電位に
なるため、種火電極５０１としては機能しないで、主放
電用電極と同様に放電を開始する。このため、ガス放電
管１０４の発光面には輝度斑などがない均一なガス放電
管１０４が得られる。
【００３３】（実施の形態４）図７は図１に示したガス
放電管１０４の第３の構成を示す概念図である。２枚の
平面ガラスに配置した複数の電極１０５を複数のグルー
プに分割し、複数のガス放電制御部を接続する。図８で
は、１０個のブロックに分割し、中央部、右側周辺部、
左側周辺部とした。これにより、液晶シャッター１０１
に表示される画像に合わせて、ガス放電管１０４の輝度
調整と、１フィールド内の点灯期間と消灯期間の割合の
調整が可能となる。
【００３４】例えば、画面の中央部に動きの激しい画像
を表示する場合は、ガス放電管１０４の１フィールド内
の点灯期間を短縮することで、画像の乱れを抑制し、周
辺部は点灯期間の短縮は行わないで、従来と同様に連続
的に放電を発生させる。これにより、ＬＣＤに動画像を
表示した際に、背景は安定し、動きの存在する部分の映
像は画像の乱れのない表示が可能となる。
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【００３５】ただし、中央部と周辺部で１フィールド単
位での放電回数が異なると、画面の輝度の均一性に乱れ
が生じるため、周辺部は印加する電圧の周期を調整し、
１フィールド内に印加される電圧回数を中央部と同数に
する必要がある。
【００３６】また、背景の輝度が低く、中央部の画像は
輝度が高い場合などは、ガス放電管１０４の輝度が高い
と、高輝度部の階調が飽和するためぼやけ、ガス放電管
１０４の輝度が低いと、低輝度部の階調を認識できなる
ため、画像に鮮明感が無くなる。ここで、分割した電極
１０５毎に印加する電圧の周期や、電圧の印加回数を調
整し、輝度の低い部分は電圧印加回数を多く、もしくは
印加周期を縮小し、輝度の高い部分は印加電圧回数を少
なく、もしくは印加周期を拡大することで、画像の種類
に合わせて、ガス放電管１０４の輝度を１フィールド内
で調整することが可能となる。
【００３７】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、ＬＣＤな
どのガス放電管を用いたバックライトなどにおいて１フ
ィールド期間内で点灯期間と消灯期間を設け、この点灯
期間において安定した放電を再開することが可能となる
ため、応答速度に起因する動画像を表示した場合に発生
する画像の乱れを抑制することが可能となり、大画面に
適した、安価で、簡単な構造の表示装置を得ることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態による平面型ガス放電管
をバックライトに用いた液晶ディスプレイの構成を示す
概念図
【図２】本発明の一実施の形態による液晶シャッター及
びガス放電管の制御部周辺の構成を示すブロック図
【図３】本発明の一実施の形態による液晶シャッターの
応答性とバックライトの発光条件の関係を示す概念図
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【図４】本発明の一実施の形態によるガス放電管に印加
する電圧波形の概念図
【図５】本発明の一実施の形態によるガス放電管の印加
電圧波形と放電電流の概念図
【図６】本発明の一実施の形態によるガス放電管に印加
する電圧波形の概念図
【図７】本発明の一実施の形態によるガス放電管の電極
配置を示す断面図
【図８】本発明の一実施の形態によるガス放電管の電極
配置を示す概略図
【図９】従来の技術における液晶ディスプレイの構成を
示す概念図
【図１０】従来の技術における液晶ディスプレイにおい
て動画像を表示した際に発生する画像の乱れの概念図
【符号の説明】
１０１  液晶シャッター
１０２  液晶シャッター制御部
１０３  偏光板
１０４  ガス放電管
１０５  電極
１０６  ガス放電制御部
３０１  印加電圧波形
５０１  種火電極
５０２  放電空間
７０１  導光板
７０２  冷陰極放電管
７０３  反射板
８０１  フィールド検出部
８０２  画面輝度検出部
８０３  液晶シャッター制御信号生成部
８０４  点灯期間制御部
８０５  印加電圧生成部

【図１】



(6) 特開２００２－３５８０２３

【図２】
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射变暗，并且如果它在液晶快门101的预定透光率范围内，则在重新开始
气体放电管104的放电时执行引燃放电。 结果，可以提供具有高图像质
量的诸如LCD的显示装置，其中，瞬时且稳定地恢复放电，并且运动图
像的干扰较小。
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